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　　　　　　　　　　　　　　       　わたしはぶどうの木で、あなた方は枝です。人がわたしにと　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 どまり、わたしもその人の中にとどまっているなら、そうい  

                                                                         う人は多くの実を結びます。わたしを離れては、あなた方は　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　                何もすることができないからです。　ヨハネ１５：５
　 ―　創立６５周年記念礼拝メッセージ　―　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「生ける永遠の大祭司」　　　　ヘブル７：２２－２５
　創立６５周年をお 迎えできましたことは、大きな喜びです。主は過去、現在にわたって、６５年間多くの方々を導き、  

用いられ、教会内外の主にある方々のお祈りとサポートによって今日までくることができたこと、感謝です。これからも希望をもって主の祝福の道を前進できること、感謝です。
　救いは神からのフリ－ギフトです。しかし、そのギフトには高価なコストがかかりましたが、神が支払ってくださいました。聖書の御言葉は代価の犠牲について述べ、それを取り扱う祭司の役割を教えています。イエス・キリストは大祭司として救いのわざをつづけ、そして、すべてのクリスチャンも聖なる祭司として大切な役割があります。

１．旧約の祭司

　罪は神と人間との関係を歪め、両者の間に断絶を生じさせ、引き離します。親(神)から子(人間)を引き離すことで、悲しいことです。神と人間との間に正しい関係を回復するためには犠牲を払うことが必要で、この仲立ちをするのが祭司の働きです。祭司の中に大祭司がいて、大祭司の主な職務は、あがないの日に自分の罪のためと民の罪のために動物の血を携えて至聖所に行き、贖罪所に血を注ぎ、また、はん祭の祭壇にも注いで自分の罪と民の罪を許してもらいました。しかし、人間祭司は不完全です。またささげる犠牲も不完全です。そして、祭司の人生は限られており、地上の命は止みます。代わりの新しい祭司が任命されても、いつかまたいなくなり、永続しません。旧約の祭司制は生ける永遠の大祭司のひながたです。
２．生ける大祭司キリスト
大祭司は、大きな負債で訴えられている人のために、負債はすでに支払われて無罪であることを証明してくれる弁護士のような方です。人間はアダムにおいて罪を犯して罪人となりました。神は愛の手を差し伸べて、モ－セを通して動物の血をもって律法を守る契約をしました（出エジプト２４：１－８）。しかし、人間は誰一人として契約を守れませんでした。罪をもった人間はどうしても契約違反をしてしまいます。祭司も罪人です。それには無傷で完全な犠牲、罪のしみも、咎もない完全な祭司が必要でした。そして、完全な祭司として、１００％人間であると同時に、１００％神であること、詩篇１１０：４の預言にあるメルキゼデクに等しい永遠の大祭司であることに一致するお方です。イエス・キリストだけがその条件を満たすことができるお方です。イエス・キリストは私たちの罪の身代わりとして、十字架上で死なれ、その流されたご自身の血を携えて天の聖所へ入られ、破られた契約はイエスキリストの血によって新しく書き換えられました（ヘブル９：１１―１５）。　イエス・キリストは十字架にかかって死んで葬られ、復活し、天に昇っていかれました。それで終わってしまったでしょうか。「さようなら」と言って、永遠にお別れを告げていなくなったでしょうか。いいえ、違います。イエス・キリストは「わたしは世の終わりまで、いつもあなたがたと共にいるのである。」（マタイ２８：２０）とおっしゃられました。今も生きていて、約束の聖霊を送って人間の罪を示し、救い主を示し、救いへと導いていてくださいます。天においては、イエス・キリストはいつも生きていて、父なる神の右に座して、大祭司として執り成していて、どんな境遇でも理解し、助けを求めてくる人を救ってくださるお方です。父と子と聖霊の三つの性格をもった唯一の神が、天と地において救いのわざをなしていてくださいます。
３．聖なる祭司としてのクリスチャン
　イエス・キリストを信じているクリスチャンは、生ける石となって霊の家、キリストの体である教会という共同体を造り上げ、また、大祭司の下にある聖なる祭司である、とペテロ２：５で言っています。クリスチャンすべてに対して、聖なる祭司として、イエス・キリストを通して、神の喜ばれる霊のいけにえをささげなさい、とすすめています。祈り、讃美、感謝、そして、自分にもてるものをささげることができますが、神が一番喜んでくださるもっとも大切なものは、自分自身を神に聖なるささげものとしてささげることであり、これこそ霊的な礼拝である、とローマ１２：１は教えています。クリスチャンは神からの恵みや何かよいことだけを期待しているのではなく、自分自身を神に聖なるささげものとしてささげて、主とその教会に仕え、実生活の中で実践しなさい、とすすめています。
創立当事の一世や二世の時代に生きて働いておられた同じ主が、今も生きて働いて私たちと共にいて、守り導いていてくださいます。レークサイド教会は多くの人々を霊的に養い育ててきました。そして、多くの主にある方々が、大祭司イエス・キリストの下で仕えて来ました。これからの教会の歩み方も、キリストに在る兄弟姉妹がお互いに協力し合って、信仰の導き手であり完成者であるイエス・キリストを仰ぎ見つつ、神の栄光をあらわす道を前進していきましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜鈴木光夫＞

